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黒
野
校
区
で

は
、
令
和
5
年
度

か
ら
敬
老
事
業
と

し
て
「
傘
寿
を
祝

う
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
80
歳
を

迎
え
ら
れ
る
方
々

の
、
こ
れ
ま
で
の

ご
苦
労
と
今
後
の

ご
健
康
ご
活
躍
を
祝
う
も
の
で
す
。
昨
年
度

は
昭
和
20
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
21
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
々
で
88
名
が
対
象

者
で
し
た
が
、
式
典
の
ご
招
待
状
を
発
送
し

た
と
こ
ろ
49
名
の
方
に
参
加
申
し
込
み
を
い

た
だ
き
、
敬
老
の
日
の
9
月
15
日 

「
貴
久
家
」

へ
ご
招
待
し
、
西
垣
連
合
会
長
、
岐
阜
市
長

（
代
理
）、
平
野
県
議
、
黒
田
市
議
、
大
塚
市

議
の
方
々
に
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
会
食
と
ご

歓
談
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
余
興
と
し

て
岐
阜
県
民
謡
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
津
軽
三
味
線
」の
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

歓
談
中
参
加
者
の
お
一
人
に
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
「
終
戦
の
年
に
生
ま
れ
た
の
で
子
供

の
数
が
少
な
く
て
、
高
校
入
試
や
大
学
受
験

な
ど
で
は
ほ
ぼ
競
争
が
無
く
て
、
の
ほ
ほ
ん

と
育
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
元
気
で
す
よ
。」と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

因
み
に
、
昨
年
度
黒
野
校
区
の
敬
老
対
象

者
の
方
は
1
5
2
9
名
で
、
傘
寿
の
会
対
象

以
外
の
皆
様
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
ご
健
康
を
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

敬
老
の
日
に
祝
う
会
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
黒
野
地
区
該

当
者
88
名
の
う
ち
49
名
が
元
気
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

　

傘
寿
を
迎
え
た
私
た
ち
は
終
戦
前
後
の
昭

和
20
年
・
21
年
の
食
糧
難
の
時
代
に
こ
の
世

に
生
を
う
け
、
ま
さ
に
日
本
の
戦
後
80
年
を

生
き
抜
い
て
き
た
世
代
で
あ
り
ま
す
。
同
期

の
小
学
校
入
学
生
は
68
名
で
例
年
の
半
分
以

下
で
し
た
。

　

敗
戦
後
、
電
話
も
冷
蔵
庫
も
T
V
も
無
い

時
代
か
ら
高
度
経
済
成
長
時
代
も
体
験
し
て

き
た
世
代
で
す
。
ま
さ
に
、
戦
後
の
日
本
の

歩
み
を
す
べ
て
体
験
し
て
き
た
生
き
証
人
で

も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
の
波
は
避
け
ら
れ
な

い
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

り
ま
す
と
昨
年
度
に
黒
野
地
区
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
の
数
は
わ
ず
か
30
数
名
だ
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
傘
寿
を
祝
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
私
た
ち
が
、
健
康
で
長
生
き

を
し
て
少
し
で
も
社
会
に
恩
返
し
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
二
年
の
連
合
会
組
織
を
見

る
と
、
二
自
治
会
が
退
会
し
、
既
存
の
自
治

会
会
員
数
も
少
子
・
高
齢
化
の
影
響
か
ら
減

少
し
て
い
る
実
情
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら

の
連
合
会
活
動
に
求
め
ら
れ
る
課
題
が
山
積

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
未
熟
な
連
合
会
長
で
は
あ
り
ま

す
が
、
各
自
治
会
長
さ
ん
各
種
団
体
長
さ
ん

方
と
共
働
し
、
連
合
会
長
と
し
て
務
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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黒
野
自
治
会
連
合
会
長
に
就
任
し
て

第
三
回
傘
寿
を
祝
う
会

傘
寿
を
祝
う
会
に
参
加
し
て

◦
黒
野
自
治
会
連
合
会
永
年
勤
続

　

西
垣　

薫 

氏

（
前
）黒
野
自
治
会
連
合
会
　
会
長

勤
続
十
六
年

　

堀
田
啓
二 

氏

（
前
）黒
野
自
治
会
連
合
会
　
副
会
長

勤
続
十
八
年

　

田
口
勝
廣 

氏

（
前
）社
会
福
祉
協
議
会
　
主
事

勤
続
十
二
年

祝
　
令
和
七
年
度 

表
彰
対
象
者

（敬称略）

　

こ
の
度
、
連
合
会

長
に
選
任
さ
れ
就
任

し
ま
し
た
第
一
千
成

団
地
自
治
会
長
の
木

下
三
千
男
で
す
。

　

平
成
三
〇
年
度
か
ら
、
八
年
間
に
亘
っ
て

連
合
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
西
垣

薫
会
長
に
は
、
長
年
黒
野
地
区
の
安
心
・
安

全
な
地
区
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

黒
野
地
区
で
は
、
一
昨
年
に
伊
自
良
川
大

橋
が
完
成
し
、
昨

年
に
は
岐
阜
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開

通
す
る
な
ど
、
道

路
網
の
整
備
が
進

み
、
地
区
の
基
盤

整
備
が
今
後
益
々

進
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
令
和
十
一
年

度
に
は
岐
阜
薬
科

大
学
が
移
転
し
、

若
者
人
口
が
更
に
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令和8年度
黒野自治会連合会　役員
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◦
青
パ
ト
講
習
会
の
開
催（
黒
野
会
館
）

6
月
13
日（
金
）開
催　

80
名
が
受
講

◦
黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会

（
黒
野
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
ま
ち
協
）

8
月
3
日（
日
）早
朝
か
ら
4
2
0
名
が
参
加

◦
傘
寿
を
祝
う
会
　

9
月
15
日（
月
）貴
久
家
で
開
催

傘
寿
対
象
者
88
名　

出
席
者
49
名

◦
防
災
訓
練

10
月
26
日（
日
）実
施

中
ブ
ロ
ッ
ク（
13
自
治
会
）黒
野
城
跡
公
園
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
雨
に
て
中
止

◦
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施

黒
野
校
区
で
は
単
位
自
治
会
ご
と
に
、
5
月
の
下
旬
に

ご
み
ゼ
ロ
運
動
、
11
月
中
旬
に
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ぎ
ふ

運
動
を
実
施

◦
二
十
歳
の
つ
ど
い

令
和
8
年
1
月
11
日（
日
）

西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

対
象
者
1
8
5
名　

93
名
出
席

　

令
和
8
年
1
月
11
日
、
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
黒
野
地
区
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
該
当
参
加
者
は
93
名
。
始
め
に
西
垣
薫
自
治
会
連
合
会

長
の
式
辞
、
記
念
品
の
贈
呈
、
続
い
て
岐
阜
市
長（
代
理
）及

び
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
黒
野
小
学
校
在

籍
時
の
恩
師
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
も
あ
り
、
厳
粛
な
中
に

も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
黒
野
城
研
究
会
に
よ
る
黒
野
の
歴
史
紹

介
、
及
び
黒
野
城
の
紙
芝
居
が
上
演
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
席
者
を
代
表
し
て
、
白
木

颯
人
さ
ん
、
大
澤
良
美
さ
ん
に
よ
る

「
二
十
歳
の
誓
い
」が
あ
り
、
故
郷
へ
の

感
謝
と
誇
り
を
大
切
に
歩
ん
で
い
き
た

い
…
と
力
強
く
宣
誓
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
は
93
名
の
出
席
者
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
艶
や
か
な
晴
れ
着
・
ス
ー
ツ
・
袴
を
身

に
ま
と
い
、
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

式
典
は
、
ご
来
賓
の
方
々
や
恩
師
の
方
々
の
お
話
を
い
た

だ
き
、
進
行
し
て
い
く
に
つ
れ
参
加
者
の
表
情
は
責
任
感
を

持
た
れ
た
表
情
へ
と
変
わ
ら
れ
た
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
ま

た
、
黒
野
の
未
来
人
が
こ
こ
に
誕
生
さ
れ
た
と
感
じ
、
私
は

安
心
感
と
期
待
感
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
若
者
の
減
少
で
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
黒
野
を

担
っ
て
頂
け
る
皆
さ
ん
は
と
て
も
大
切
な
方
々
で
あ
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

誓
い
の
言
葉
で
は
、
自
分
た
ち
の
将
来
に
強
い
期
待
を
抱

い
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
強
く
伝
わ
り
、
私
た
ち
は
期
待
に
応

え
る
べ
く
黒
野
の
住
み
よ
い
環
境
を
創
る
責
務
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
西
部
コ
ミ
セ
ン
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
の
ご

協
力
で
二
十
歳
の
つ
ど
い
を
開
催
で
き
た
こ
と
に
大
変
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
た
め
に
「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
黒
野
の
地
で
、
か
つ

て
の
友
人
や
恩
師
と
再
会
し
、
言
葉
を
交
わ
す
時
間
を

通
し
て
、
懐
か
し
い
記
憶
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は「
誓
い
の
言
葉
」の
話

し
手
と
い
う
大
役
を
い
た
だ
き
、
自
分
の
歩
み
を
振
り

返
る
大
切
な
節
目
と
な
り
ま
し
た
。
大
勢
の
仲
間
の
前

で
決
意
を
述
べ
る
中
で
、
大
人
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

と
、
支
え
て
く
れ
る
方
々
へ
の
感
謝
を
改
め
て
強
く
実

感
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
地
元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い

ま
す
が
、
久
し
ぶ
り
に
触
れ
た
故
郷
の
温
か
さ
は
、
何

よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
黒
野
で
の
絆
を
心
の
糧

に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
日
々
も
自
分
ら
し
く
、

一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
素
敵
な
場
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　黒野の皆様には日頃より大変お世話になりあり
がとうございます。
　さて東海環状自動車道岐阜インターチェンジが
開通し、いよいよ黒野のまちづくりが動こうとして
います。そのような中で県は、岐阜羽島駅から県
庁・岐阜駅・岐阜ICを結ぶ新たな交通システム
LRTの導入を検討しております。「次世代につなげ
る県都岐阜市を中心とした交通システムの在り方
検討会」も立ち上がりました。
　しかしながら、まず大切なのは地域が活性化で
きるような、まちづくりを考えていく事であります。
岐阜IC周辺地域は岐阜薬科大学の新キャンパス
の整備が進められ、学術・研究施設が集積しライ
フサイエンスの拠点となっていきます。そしてこ
の地域に人が集まり賑わいができるように、企業
や道の駅の誘致などを推し進めていかなければい
けません。
　この優れた立地特性を活かしながら、黒野地域
の活性化を目指した「まちづくり」を皆様とともに
推進していけるよう取り組んでまいります。

　岐阜インターチェンジ開通から１年が経過し、
企業誘致や物流の効率化、観光交流の促進など
地域経済への波及効果が期待できるなど、黒野
地域は大きな変化と新たな可能性の中にありま
す。また、地域の知名度向上にもつながり、今後
の発展への期待が一層高まっています。
　一方で、交通量の増加に伴う安全対策や渋滞
対策、騒音・環境への配慮、無秩序な開発の抑
制など、解決すべき課題も見えてきました。こう
した中で重要なのは、地域の特性や歴史、自然環
境を大切にしながら、計画的でバランスの取れた
まちづくりを進めることです。
　今後は、産業と生活が調和した魅力ある地域形
成を目指し、地域の皆様の声を丁寧に反映しなが
ら、持続可能で活力ある黒野地域の未来を築い
ていくことが求められています。インターチェン
ジを単なる通過点とするのではなく、人と人、地
域と地域をつなぐ新たな交流拠点として発展させ
ていきたいと思いますので、どうぞご協力をお願
いします。

　岐阜インターチェンジ開通を契機に、まちの
流れが大きく変わり始めています。広域交通の
結節点が生まれたことで、人や物流の動きが広
がり、地域の可能性はこれまで以上に高まって
います。
　また、岐阜薬科大学の新キャンパス整備を背
景に、ライフサイエンス分野の集積に向けた動
きも進んでいます。今後は、こうした基盤を活
かし、関連企業の立地につながる環境整備を具
体的に進めていく段階に入っています。
　一方で、将来像が見えにくいとの声もありま
す。だからこそ、県市連携のもと、スピード感
を持って取り組みを進めるとともに、地域の皆
さまと共有しながら形にしていくことが重要で
す。
　若い世代としての柔軟な発想と行動力を活か
し、黒野の新しい価値づくりに挑戦してまいり
ます。

未来に向けた
黒野まちづくり

黒野地域の
未来に向けて

黒野の変化を力に、
次の一歩へ

岐阜県議会 議員

平 野 恭 子
岐阜市議会 議員

黒 田 育 宏
岐阜市議会 議員

大 塚 翔 太

令
和
7
年
度
に
実
施
し
た
主
な
行
事

令
和
七
年
度
黒
野
地
区 「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

二
十
歳
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

二
十
歲
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
　
事
務
局
長
　
岩 

本
　
修 

治

実
行
委
員
長
　
郷
　
　
丈 

文

白 

木
　
颯 

人
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黒
野
白
寿
会
連
合
会

　
地
域
社
会
の
繋
が
り
が
薄
れ
つ
つ

あ
る
昨
今
、
高
齢
者
の
共
助
の
場
と

し
て
白
寿
会
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
主
に
70
代
～
80
代
会
員
を
中
心

に
11
の
単
位
白
寿
会
、
4
5
2
名
か

ら
な
る
小
世
帯（
2
0
2
5
年
度
）で

す
が
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」の
旗

の
も
と
多
彩
な
活
動
を
展
開
、
会
員

の
絆
を
大
い
に
深
め
て
き
た
。

2
0
2
5
年
度
の
主
な
活
動
は
次
の

通
り
。

◦
総
会
と
研
修
・
福
祉
大
会

5
月
大
会
︱
功
労
者
表
彰
や
慶
祝

記
念
品
贈
呈
、
新
役
員
・
決
算
・

予
算・事
業
計
画
等
の
議
決
、「
理

科
の
思
い
出
」と
題
す
る
棚
橋
正

明
氏
の
講
演
。
10
月
大
会
︱
梅
田

共
栄
館
長
の
人
権
講
座
、
フ
ォ
ー

ク
集
団
か
が
り
火（
青
山
武
彦
氏

他
）の
音
楽
演
奏
、
北
署
久
保
智

樹
氏
の
交
通
安
全
講
話
、
平
野
総

合
病
院
大
野
達
也
氏
・
上
野
陽
平

氏
の
心
臓
病
予
防
・
介
護
の
講
話
。

◦
美
化
清
掃
活
動

5
・
9
月
の
奉
仕
の
日
と
、
各
単

位
白
寿
会
の
定
め
る
地
域
の
清
掃

活
動（
町
内
、
神
社
、
公
園
、
公

民
館
等
）。

◦
健
康
活
動

6
・
12
月
連
合
会
G
G
大
会
、

9
・
10
月
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、

10
月
市
高
齢
者
体
育
大
会
、
5
・

11
月
三
世
代
交
流
ペ
タ
ン
ク
大
会
、

年
2
回
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
G
G
大
会
、

12
月
2
校
区
ペ
タ
ン
ク
大
会
等
。

◦
友
愛
部
活
動
そ
の
他

7
・
12
月
の
一
人
暮
ら
し
会
員
へ

慰
問
品
配
布
や
11
月
同
会
員
の
集

い
、
友
愛
部
員
の
日
常
的
な
訪
問

活
動
。
ま
た
下
校
児
童
見
守
り
活

動
、
小
学
3
年
社
会
科
授
業
で

G
G
・
昔
の
遊
び
・
感
謝
の
集
い

等
の
交
流
会
。
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
12

月
・
2
月
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
。

会
長
　
清
水
　
稔

黒
野
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　
子
育
て
支
援
と
い
た
し
ま
し
て
、
親
子
ふ
れ

あ
い
教
室（
０
歳
～
１
歳
児
を
対
象
）を
岐
阜
大

学
医
学
部
看
護
学
科
の
皆
さ
ん
や
、
地
域
の

方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
防
災
教
室
・
地
域
補
導
活
動
・
青

少
年
育
成
の
街
頭
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
２
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
の
活
動
と
し
ま
し
て
、
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
地
域
の
こ

と
や
家
族
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
作
文
を
夏
休

み
に
募
集
し
、
11
月
に
行
わ
れ
る「
２
ブ
ロ
ッ

ク
健
全
育
成
大
会
」（
西
部
コ
ミ
セ
ン
）に
て
、

優
秀
作
文
の
発
表
と
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク「
コ
ネ
ク

ト
」で
は
、
地
域
活
動
に
、
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

声
か
け
く
だ
さ
い
。	

会
長
　
川
脇
　
秀
樹

黒
野
公
民
館

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
人
と
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
、
防
災
・
防
犯
へ

の
不
安
な
ど
様
々
な
課
題
が
見
ら
れ

る
。
そ
の
様
な
中
で
、
公
民
館
は
学

び
や
交
流
を
通
し
て
、
人
と
人
と
を

つ
な
ぐ
地
域
の
拠
点
と
し
て
気
軽
に

利
用
い
た
だ
け
る
場
で
あ
り
た
い
。

◦
公
民
館
講
座
　
18
講
座
開
催

夏
休
み
に
親
子
料
理
教
室
、
似
顔

絵
、
折
り
紙
、
黒
野
民
踊
講
産
と

親
子
で
参
加
で
き
る
講
座
を
4
回

開
催
。
そ
の
他
、
要
望
が
あ
っ
た

ス
マ
ホ
講
座
や
防
災
・
防
犯
・
人

権
な
ど
の
講
座
を
開
催
。

◦
会
館
ま
つ
り

　
11
月
8
・
9
日
開
催

会
館
を
利
用
す
る
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
の
展
示
13
団
体
と
舞
台
発
表

11
団
体
が
日
頃
の
成
果
を
発
揮
。

岐
阜
大
学
看
護
学
科
の
学
生
に
よ

る
健
康
や
食
に
つ
い
て
の
ブ
ー
ス

も
設
営
。
延
べ
4
3
0
人
が
来
館
。

◦
新
春
い
け
花
展
開
催
　
1
月
11
日

遠
州
流
師
範
郷
修
治
社
中
の
皆
さ

ん
が
、
花
と
抹
茶
席
を
担
当
。
新

春
を
感
じ
、
日
本
の
心
を
表
現
す

る
伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。

◦
そ
の
他

公
民
館
運
営
審
議
会
や
運
営
委
員

会
を
開
催
し
、
公
民
館
の
運
営
に

つ
い
て
審
議
。
そ
の
他
、
公
民
館

利
用
者
会
議
を
年
2
回
開
催
し
、

救
急
救
命
講
習
や
避
難
訓
練
を
実

施
。
7
年
度
か
ら
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク

ル
で
も
順
次
実
施
。（
7
年
度
は

筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
）館

長
　
黒
田
富
貴
子

黒
野
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

◦
黒
野
児
童
館
行
事
に
協
力

母
親
が
児
童
館
で
、ヨ
ガ
ク
ラ
ブ（
月
1
回
）・

親
ク
ラ
ブ（
隔
月
1
回
）を
体
験
中
に
託
児
を

実
施

ち
び
っ
こ
ま
つ
り（
3
月
13
日
）に
参
加
協
力

◦『
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
』に
協
力

社
協
黒
野
支
部
協
賛
で
10
月
4
日
に
実
施

◦『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
』に
協
力

10
月
か
ら
法
人
共
同
募
金
運
動
を
実
施
し
、

7
年
度
は
34
の
地
域
の
企
業
や
商
店
の
皆
様

か
ら
、
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

◦
高
齢
者
宅
防
火
訪
問
を
実
施

11
月
か
ら
順
次
、
消
防
署
員
と
共
に
各
担
当

地
区
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
宅
と
確

認
必
要
な
高
齢
者
世
帯
宅
を
防
火
訪
問

◦
黒
野
小
こ
ど
も
ま
つ
り
に
協
力

土
曜
授
業（
11
月
15
日
）の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
行
事
で　
3
・
4
年
生
に「
工
作

あ
そ
び
」を
企
画
し
、
当
日
は
制
作
の
補
助

活
動	

会
長
　
上
村
佳
代
子

黒
野
子
ど
も
会
育
成
委
員
会

　
今
年
も
イ
ン
リ
ー
ダ
ー

研
修
を
中
心
に
活
動
を
行

い
、
全
部
で
3
回
実
施
し

ま
し
た
。
1
回
目
は
危
険

予
知
研
修
を
行
い
、
安
全

に
気
を
つ
け
な
が
ら
周
り

を
見
て
行
動
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
空
い
た
時
間

に
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
も
行
い
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
2
回
目
は
壁
新
聞
作
り
に
取
り
組
み
、

友
だ
ち
と
協
力
し
な
が
ら
よ
り
良
い
作
品
に
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
1
月
に
は
メ
デ
ィ
ア
コ

ス
モ
ス
に
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
3
回
目
は
ク

リ
ス
マ
ス
会
で
リ
ー
ス
作
り
を
行
い
、
賑
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
周
り
を
思
い
や
り
、
自
分
か
ら
進
ん
で
行
動

す
る
力
が
身
に
つ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
、
花
植
え
や
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
の
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ご

支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。	

前
委
員
長
　
岩
田
　
有
加

令和7年度の各種団体活動だより

岐
阜
市
北
消
防
団
　
黒
野
分
団

　
平
素
は
黒
野
分
団
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
岐
阜
市
北
消
防
団
黒
野
分
団
本
部
が
御
望
器

具
庫
と
合
築
と
な
り
、
下
鵜
飼
稲
置
に
移
転
建

て
替
え
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
団
本
部
は
、
平

常
時
に
は
訓
練
や
研
修
の

拠
点
と
し
て
、
災
害
時
に

は
迅
速
な
出
動
と
情
報
共

有
を
行
う
た
め
の
重
要
な

基
地
と
な
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
施
設
の
整
備

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
で
実
践
的

な
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
生
命
と
財
産
を
お
守
り
す
る
体
制
の一
層

の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
情
勢
や
働
き
方
の
変
化
も
あ
り
、
消
防

団
員
の
確
保
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
起
こ
り
う
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、
消
防

団
が
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。	

分
団
長
　
西
垣
　
浩

黒
野
水
防
団

令
和
7
年
度
黒
野
水
防
団
活
動
報
告

　
日
頃
は
水
防
団
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
黒
野
水
防
団
は
地
域
の
皆
様
を
水

害
か
ら
守
り
、
地
域
の
生
命
・
財
産
を
守
る

べ
く
各
自
治
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
75
名
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
は
、
5
月
に
岐
阜
県
主
催
の

「
木
曽
川
水
防
連
合
演
習
」、
6
月
に
は
岐
阜

市
主
催
の「
岐
阜
市
水
防
連
合
演
習
」、
同
じ

く
6
月
に
岐
阜
市
北
部
16
水
防
団
開
催
の

「
連
合
演
習
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
披
露
す
る
工
法
で
あ
る「
杭
打
ち

積
土
の
う
工
」の
訓
練
を
団
単
独
で
折
立
詰

所
に
て
合
計
2
回
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、5
月
に
は
当
団
が
当
番
団
と
し
て
、

岐
北
中
学
校
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た

「
命
を
守
る
訓
練
」は
残
念
な
が
ら
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　
10
月
、黒
野
小
学
校
の
社
会
科
出
前
授
業
で

「
黒
野
の
水
防
を
学
ぶ
～
水
防
団
と
は
～
」の

講
義
を
団
長
及
び
副
団
長
で
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、10
月
開
催
予
定
で
あ
っ
た「
市

民
運
動
会
」及
び「
地
域
防
災
訓
練
」も
昨
年

度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
黒
野
水
防
団
に

対
す
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

団
長
　
神
谷
　
善
彦

令和8年度　黒野水防団	 活動予定
4/26（日） 入団式　第1回　訓練「積土のう工」

5/16（土） 岐北中学校「命を守る訓練」参加
「土のうつくり伝達」

5/17（日） 第2回　訓練「積土のう工」

5/24（日） 岐阜市水防連合演習参加
「積土のう工」披露

6/  7（日） 岐阜市北部16団水防訓練リハーサル
（当番団として確認）

6/13（土） 岐阜市北部16団水防訓練前日リハーサル
（北部16団の団長出席予定）

6/14（日） 岐阜市北部16団水防訓練【当番団として主催】
「積土のう工」披露

10/下旬 黒野校区地域防災訓練　参加
11/初旬 黒野校区文化祭　準備及び撤収作業
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令和8年度　黒野自治会連合会の主な行事予定

黒
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
思
い
や
る
心
を
育
て
よ
う

　
黒
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
現
在
、バ
レ
ー
、柔
道
、

サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
4
ク
ラ
ブ
で
活
動
し

て
お
り
、
全
団
員
数
は
約
80
名
で
す
。
令
和
7
年
度

の
活
動
は
各
ク
ラ
ブ
で
日
頃
の
練
習
や
試
合
の
他

に
、
夏
に
は
キ
ャ
ン
プ
や
交
流
会
等
の
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
9
月
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
11

月
に
は
黒
野
校
区
歩
け
歩
け
運
動
大
会
、
12
月
に
は

各
ク
ラ
ブ
で
使
用
し
て
い
る
施
設
の
大
掃
除
、
1
月

に
は
餅
ま
き
、
大
縄
跳
び
大
会
、
2
月
に
は
6
年
生

の
卒
団
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
子
供
達
に
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
ク
ラ
ブ
で
は
年
間
を
通
し
て
見
学
、
体
験
、
入
団

の
募
集
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

追
記
　
昨
年
度
ま
で
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
伝
統
あ
る
剣
道
ク

ラ
ブ
さ
ん
が
今
年
度
か
ら
休
部
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
報

告
し
ま
す
。
入
団
募
集
は
し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

団
長
　
勝
目
　
浩
行

防
災
士
の
会

　
防
災
士
の
会
は
、
令
和
６
年
７
月
発

足
し
ま
し
た
。
黒
野
連
合
会
内
の
組
織

で
あ
り
、
自
主
防
災
隊
に
所
属
し
て
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
度

は
、次
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
士
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修・防
災
倉
庫
点
検・

器
具
取
り
扱
い
研
修
・
黒
野
小
学
校
で
の「
防
災
教
室
」の

開
催
。
防
災
教
室
で
は
、
５
年
生
児
童
を
対
象
に
様
々
な

体
験
型
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
黒
野
会
館
主
催

の
防
災
士
久
世
和
明
さ
ん
に
よ
る
講
座
へ
の
参
加
。
講
座

で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
救
助
活
動
の
体
験
談

や
身
近
な
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し

た
。
秋
の
防
災
訓
練
は
、
悪
天
候
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
黒
野
小
体
育
館
に
お
い
て
避
難
所
開
設
・
運
営

訓
練
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
た
ち
会
員
は
、
岐
阜

市
の
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
始
め
と
し
様
々

な
講
座
に
参
加
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
自
己
研
鑽
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。
防
災
士
の
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
性
別
や
防
災
士
資
格

は
問
い
ま
せ
ん
。
ご
参
加
く
だ
さ
る
方
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。	

会
長
　
山
木
　
文
治

黒
野
青
年
O
B
会

「
す
べ
て
の
一
歩
は
参
加
か
ら
」

　
自
分
の
人
格
や
深
層
心
理
を
見
つ
め
直
す
た
め
に

も
、
積
極
的
に「
人
権
学
習
講
座
」に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。 
自
分
を
豊
か
に
し
た
い
な
ら
、
他
人
を
素

直
な
気
持
ち
で
受
け
止
め
る
こ
と
で
す
。
い
か
に
自

然
が
好
き
な
人
で
も
、
必
ず
人
と
の
接
点
を
持
っ
て

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
世
界
が

と
て
も
不
安
定
で
す
。
自
分
に
向
け
て
の
願
い
事
ば

か
り
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
無
心
に
手
を
合
わ
せ
る

と
き
、だ
れ
か
の
た
め
に
祈
っ
て
い
ま
す
。今
こ
そ
も
っ

と
人
を
学
ぶ
学
習
を
積
み
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
ず
は
自
分
か
ら
と
思
っ
て
人
権
学
習
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
人
の
心
を
揺
り
動
か
す
た
め
に
は
、
そ

の
価
値
を
持
っ
た
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
で
す
。「
こ

れ
を
読
ん
で
こ
う
な
っ
た
」と
か「
こ
れ
を
聞
い
て
こ

う
な
っ
た
」と
い
う
実
例
を
よ
り
多
く
体
験
す
る
こ

と
で
す
。
そ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
る
行
事

の
数
々
。
参
加
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
歩
が
始
ま

り
ま
す
。
出
席
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
で
話
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
一
緒
に
心
の
奥
に
湧
き
あ
が
る
ワ

ク
ワ
ク
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

会
長
　
田
中
　
昭
彦

黒
野
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
本
部
役
員
と
各
町
内
2
名
ほ
ど
の
役

員
の
70
名
ほ
ど
の
皆
様
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
内
容
と
し

て
は
、
毎
月
1
日
又
は
15
日
に
消
防
団
の
協
力
の
も
と
、

消
防
車
両
に
乗
り
、
各
町
内
の
委
員
の
皆
様
に
順
に
乗
っ

て
い
た
だ
き
、
黒
野
地
域
の
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
年
度
初
め
の
総
会
で
は
、
黒
野
消
防
署
の
職
員
の
方
に

お
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
数
人
の
方
に
は
、
市
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営

協
議
会
主
催
の
指
導
者
講
習
会
に
出
席
い
た
だ
き
防
災
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
本
部
役
員
の
皆
さ
ん
で
消
防
団
の
特
別
点
検
や
出
初
め

式
に
参
加
激
励
に
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
で
行
わ
れ
て
い
る
防
災
訓
練
の
あ
る
時
は
、
参

加
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
様
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。	

野
々
村
恵
子

日
赤
奉
仕
団
黒
野
分
団

　
赤
十
字
の
博
愛
・
人
道
の
精
神
に
基
づ
き
、
老
人
施
設

の
清
掃
な
ど
社
会
福
祉
活
動
を
実
施
。
黒
野
分
団
は
町
内

か
ら
選
出
さ
れ
た
団
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
併
せ
て
29

名
が
所
属
。

◦
あ
そ
か
苑
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

毎
月
第
2
金
曜
日
の
9
時
か
ら
2
時
間
程
ホ
ー
ル
や
各

部
屋
、
ト
イ
レ
な
ど
の
清
掃
活
動
を
実
施
。

◦
高
橋
尚
子
ぎ
ふ
清
流
マ
ラ
ソ
ン
　
4
月
26
日

開
催
日
27
日
の
前
日
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を
渡
す
な
ど
メ
モ

リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
で
受
付
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
。

◦
献
血
運
動
の
推
進
　
12
月
21
日

人
の
命
を
守
る
理
念
の
も
と
、
マ
ー
サ
21
で
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
付
し
、
献
血
運
動
啓
発
活
動
実
施
。

◦
防
災
訓
練
　
10
月
26
日
雨
で
中
止

救
命
救
急
講
習
や
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
防
災
訓

練
に
備
え
た
が
雨
で
中
止
。

◦
N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い
募
金
活
動
　
12
月
2
日

国
境
を
越
え
て
人
々
の
命
と
健
康
を
守
る
支
援
と
し
て

N
H
K
の
募
金
活
動
に
参
加
。

◦
そ
の
他

5
月
と
3
月
の
総
会
で
事
業
計
画
と
予
算
、
事
業
報
告

と
収
支
決
算
を
審
議
。
又
、
公
民
館
主
催
の「
家
庭
の

防
災
力
を
高
め
る
た
め
の
防
災
講
座
」や「
防
災
食（
乾

缶
簡
）料
理
講
座
」に
参
加
。	

分
団
長
　
黒
田
富
貴
子

体
育
振
興
会

　
令
和
7
年
度
は
、
6
年
ぶ
り
の
校
区
市
民
大
運
動

会
の
実
施
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
雨
に
よ
り
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
校
区
民
期
待
の
一
大
行
事
で
し
た

が
涙
を
の
み
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
黒
野
体
育
振
興
会
活
動
報
告

◦
第
48
回
町
内
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

6
月
1
日　
優
勝　
下
鵜
飼
第
3
C
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
2
位　
交
人
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
3
位　
下
鵜
飼
第
2
A
チ
ー
ム

◦
各
種
団
体
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

8
月
31
日　
優
勝　
交
通
安
全
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
2
位　
黒
野
自
治
会
連
合
会
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
3
位　
白
寿
会
連
合
会
A
チ
ー
ム

◦
第
49
回
町
内
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
2
日　
優
勝　
鵜
飼
団
地
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
2
位　
共
和
町
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
3
位　
下
鵜
飼
第
2
B
チ
ー
ム

◦
校
区
歩
け
歩
け
運
動
大
会

11
月
23
日　
2
5
3
名
参
加

◦
モ
ル
ッ
ク
・
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会

12
月
7
日　
モ
ル
ッ
ク・ボ
ッ
チ
ャ・ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
の
体
験
会
を
実
施

◦
町
内
対
抗
卓
球
大
会

2
月
15
日　
優
勝　
共
和
町
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
2
位　
古
町
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
3
位　
第
2
千
成
チ
ー
ム

　
地
域
の
た
く
さ
ん
の
方
々
の
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。	
笹
田
　
良
司

月 日程と行事内容 開催場所等

6月
1日：【くろの広報】303号の刊行 全戸配布
12日：青パト講習会 黒野会館
13日：各種団体長と合同会議 黒野会館

7月 4日：コミュニティバス20万人達成記念式典
9日：校区民生・児童委員協議会の合同研修（社協）

8月 2日：黒野ラジオ体操会（まち協） 黒野小グランド
9月 20日：傘寿を祝う会 貴久家

10月 25日：防災訓練（西ブロック自治会）
31日・11月1日　黒野会館まつり 黒野会館

11月 7日・8日：文化祭
中旬から下旬：クリーンシティぎふ 各単位自治会

1月 10日：二十歳のつどい 西部コミュニティセンター

年間

資源分別回収（毎月第2土曜日） 各単位自治会
地域安全パトロール 校区巡回
人権学習会 各単位自治会
岐阜大学医学部看護学科の実習
認知症介護予防教室（8月・9月  社協）
ひとり暮らし高齢者のつどい（10月  社協）

岐
阜
北
交
通
安
全
協
会
　
黒
野
支
部

令
和
7
年
度
の
活
動
報
告

◦
街
頭
啓
発
活
動（
年
間
）

年
17
回
、
延
べ
1
7
0
名
が
早
朝
、
薄
暮
の
街
頭
啓
発
を
実
施
。

◦
交
通
安
全
教
室

黒
野
小
学
校
の
３
年
生
、
４
年
生
を
対
象
に「
正
し
い

自
転
車
の
乗
り
方
」教
室
を
実
施
。

◦
交
通
安
全
施
設
の
点
検
・
整
備

自
治
会
委
員
73
名
、
岐
阜
大
学
20
名
、
役
員
27
名
、
総

勢
1
2
0
名
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
点
検
を
実
施
。
校
区

内
の
22
本
の
交
通
安
全
看
板
の
補
修
・
設
置
。
計
50
本

の
交
通
安
全
の
の
ぼ
り
旗
の
交
換
・
設
置
。

◦
自
治
会
及
び
各
種
団
体
と
の
連
携

ラ
ジ
オ
体
操
会
の
交
通
整
理
、
黒
野
歴
史
探
訪
の
交
通

誘
導
・
安
全
対
策
、
歩
け
歩
け
大
会
の
交
通
安
全
整
理
、

二
十
歳
の
集
い
の
駐
車
場
整
理
・
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ

ズ
配
布
、
優
良
運
転
者
の
表
彰
受
付
。

◦
高
齢
者
に
対
す
る
啓
発
活
動

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い
」の
会
場
や
高
齢
者

世
帯
を
訪
問
し
て
反
射
材
な
ど
の
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ

ズ
の
配
布
。	

支
部
長
　
伊
藤
　
英
雄


